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うこんこの問題点

各椒の應査方式;こよる仙ポ3か蛉礎•林分構适の速い:て.!:ってどのように変化すろかん•也ら:. 

にし,各極林分にわ応する」:际地北J在法を解明する必要が・うる。

上え号真判読防の臨・調定方宏の研究を各朴分阪こ・と心纽,判就故獻こよるお分时 

推追の,汁鼻方式を確立する必残が,勺る〇
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12 ,経営計画の編成

•12-1 地位指以:に为する燙宛

1ぽ技担当者

径河科反:大友栄ほ

側定研究室:西沢正久,IIIU幸E ・如度ミヨ子•类装次照,神戸喜久,西川匡英

2 区験目的

我:上化州命を用いて土・喚用干や環境因子から地位指故を推定する翌合の迎位:指敌は固定標观拙 

つ隔可責科を思こしなければならないカ:,隨単には汗定プロノトまたは個幹fj晰による池位指故 

曲感を用いて外的茹堆として与えられる。適台っよい地泣:指敘曲褪の適択,土垂型によるガイド 

カープの用幻用違,哲定ブロットによる地位指散!!;感と出幹棉析iてよる地位指技曲枷)招遂,C 

れらを川いて与えられた各ブnットまたけボイX卜の地位指紋と土聖因子や環境因子との城っ 

今の問題などを•充明して,妥当な地位指散の決定法を確立することを目的とする。

3 前年度までの経退と得られた豬果

K洋年脣M 〇年での桝商を2 m間隔で泛わした地位指数を土.泌釜件と,環埃!S子から浏止化の 

.哩点«よって准定する方法を解析した〇

”利け刷:『な林局•上田営林％・な内上田車據区15 5 |[～14 6木母の和蒼哗と"玲を含む 

2丨牢’わから50年生i?での6 0 0 h aのカラマツ人,匚林である〇このりから92点を選び 

Bi f ter I i ch 法を用いたボイントサンブリンダの方法で洵制を肖ない.その中心点付近で 

土妙试孔での土蝴折面阂交あ、よぴ度裔,方位•曄斜など 、つ環塢畑F企行なつちまた•や次つ詞 

存点で他位指汝曲線作成のための標本木の樹幹席,後肖なった»この]?料を用いて初田峠と街峠 

の2プロンクについて別個に均位指放的,すを作成し・岡査疝の林湘と决野木の平均间ばをUの地 

位｝&教皿皈上にプロットしてその点rこ梁も近い地位街孜でもつで,その点の雄位:指成Y)としも 

次に土,漱4面む上ぴタ说条件については表(1〜9 )の項目を凋在しふ
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fl) 土糧型气盾讃度(X,)

3/ (dry) B/D

カテゴリー
〜5濒

①
6〜1〇

(2)
1I〜
0

～5 6〜1〇
〇 _

うえられる談抵 3.8 9 2 2 1 3.4 0 0 4 1 2.9 8 9 8 1 2.1 8 72 11.97 1 3

& 〇 BZ E
»テゴリー 11〜1 5 16〜

(7)
〜1〇

8
11〜1 5
6

宥

うえられろ以it 1 3.。 33 5 1 4.1 56 〇 1 4.5 4 8 8 1 5.8 0 0 5 1 6.7 5 2 4



<2J布効亲呸(％ )

カテゴリー
浅 中 

________ 0_______
澤 

_ «»__

与えられる故屹 0.0 0 0 0 2.4 I1 4 5.6 81 5

<5I 腐切営■'<■( X,)

カテゴリー

T-ー韻富

FF* 
e

上ー®m
ドー衍

您

上一富 

万ー富

—領宮 

ドー含

の

h-»
ドー含

<9

上一題ば

ドー乏

の

上ーM
下ー乏

0

与えられる汝死 0.0 0 00 — 0.1 648 0.6508 2.5 69 6 4.3 04 6 4.1 57 3 13504

土性石條(X,)

わテゴリー

乾性残瀆 土 適沏残福土

細 检

¢0

中 性

〇

13 检

③

細 粒

0

中 粒

与えられる细: 0.00 0 0 5.5 2 29 -0.30 4 6 5£» 38 3 6.。 24 6

E) A - B 前造(X。)

カテゴリー
_________ 潤期行 土 沮 潤崩 >»< ± 1
御 粒

每

中 粒
(7>

祖 检

(8>

細 粒
(9*

中 粒C 祖・K
©

与えられろ汝M 5.9 1 2 2 2.4 9 7 7 2.0 1 8 9 5.I 〇 56 5.0 9 3 6 2.6 9 46

-1 4〇 —

カテゴリー

上1〇顷Or !■ 上1 0 cm Cr

Cy 
G»

BK 
%

無

③
Ms Nu 

@
Cy 無

0

Ms 

®___

与えられる数员 0D0 00 -1S779 -22844 -66638 切504 -13767 -3 J391 TW59

(6J標 髙(ん)

*

カテゴリ- 〜1 4 0 0 
〇

1 4〇 1〜1 600
(2)

160〇'- 

<3

与えられるiAltt ao ooo -3.4 7 9 1 — 6.1 21 8

>71方 位 (X；
カテゴリ- N 

①

NE
②

E 
(5

SE S 
〇

sw
«み

w 
(7>

NW 
(9

与えられる数弟 U.Q 0 0 0 1.4736 0.9 9 2 S 0.42 0 0 5.1 454 0.7 64 0 1.9 43 9 1.3 59

⑻傾 斜(X,)

カテゴリー
平 拒

〜8 ° 
G

您 湍

9—2 2° 
0

怒 滸

2以〜3 5 °

与えられる玫欣 0.0 0 □〇 -0.1 67 3 Q29U5

⑶ほ 材(X。)

"ゴリー
斐山岩

(2)
(P

火山岩

(丨5) 
の

(15 )+(2)

〇

(2H-(15)

の

(1 5)+( 1 4 )

⑤

与えられる坟揪 0.。 00 0 1.555 5 1.40 〇6 2.2 9 8 6 1.546 5

’夹歐には容諛奔点では表の各項目ごとに些湖が行なわれるか•各頂日内のどれか1つcカテゴ 

リ一にチ/ vクされるだけである。
本研死の目的氏各M査点の地位指数Yを,各項目X, X,……X ノ……XoからV=X, + X：   

； X ; b Xpの1^で排定するUとで•ここにX ノはノ番目の顼目の中でどれ:か1つのカ 

テゴリ一に"与えられている啟M "をとるものである。これら数fitの和として推定された@と 

川臾のYとの痊の平方和が燃小(こなるように,これらの数段を敌波化の理諭を用Sて』t算した。參 

く ・>述立方桿式:5く必要が:らるためな子針算機を利用した。結果は前炎に"与えられる数成 

とIてのせて.ちり•チェフクされた各項日のカテゴリーの故從を項目ごとに加えあげれば地位指 

以が推定される。9 2点でのYと"Vの贫相関係敌夜CL9 6と非松C高く良好な梢既で土塁や園境

,査資科から地位指救が推定されることがわかった。唾た•推定(に大3 く寄与した項目は標高

C X, )土嶼 石磔(X, )A-B!^MC Xs )の嵐でもった。この詳細は•林試研究泠告布 

17 6 (19 6 5 )に西沢正久・真ド育久•川希幸域"攻流化による地位指数の推定法"に 

无表してあり•休梁講習所テキスト(19 66 3月)せ沢正久"地位指数による林地生注力

• )Qiリ方"金用いて国有林の做員の研修を行ない.わかりやすレ、怵榮硏究菲説シリーズ・住15 

つ・西沢正久,典ド商久"地位指数による林地生注:カの側り方"で休忒研河.M17 6を朋視 

してあろ〇

また,地位指数曲蹄つ弛碱U勺な比啓を行なうための瘗本的な姓え方について•我休立池・VOL 

Vill,G1(19 6 6 ) iC "地位指数曲練の数値的な作成法"として発氏してある。

4 4I年度の試験計画

的淹次林椅・荣津愈林碧管内のりラマッ人工林に対して昭和3 9年废から醐定研究室•梱!研
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究室 •止0儒究书カ:・即司で少7 4ポイントで归ち"7•コ,卜志む！:びブコ,トレス去で叫;卜/<沒 

金行なったが.芥年t!肪易拆這、去で5 0—6 0 Bイント,つコ任ラ行・たい»©脣!3 〇 :引•「上 

にして味分の資祥を号いて項位诺腭由頒を译リ,齐水イントつ也位當改をきら,lNfi.7.二•;〇.. 

1L以上•〇ボイントで子ズイント!浴うて的2 a代Q期泞か折を行ない.樹朴必沂仁をもととし 

た地位指敛関楼て.てる各乂イントの地悼:指改とつ比"対比を行たいた踞

5 41年度の跋験経過と結果

前修旨林局・袖也・暑母内のカラマツ人工・休に对して,4。年生以上の小庭を窗髙辭により 

成化して5 8ポイントを抽出し•角四加尊法によるJ4在を行ない,齐あ高階Kわたるxう.;.： 

イントで1奉計19不の剧飾解析を泞なった.

尚祚我折の貞科を巷子泊敬を用いて整理し,炳的槍折をもとにした地位指我曲磔の作処を行 

ないつつ吻る。冋瑞こ,全作で約1うJ期の明なプロソト;てついて枕高を高い方から,邙てha当 

り50不,1〇〇本•15 0本•250本,300本の6段帯にわたってとり乎均個高在べめ, 

仁れをもとにして律分資科からの地此店救曲終!の作叫と务提秃休分〇地位:充以の决定を行なう,計 

第を進行中であな,

6 こんごの問題点

地位:指敘曲:線は収陞敬や哎垃抽の推定や予測の•芯不となるもので,枯:地の尚在呢ノ任表わす城母 

妙松たは地位极単位を他形因子や気佚因子などに!!り厩化して,組滋的:てデータをとり,电帔 

JJの地位:舟牧的笏!の悅計学的な比耕疾对を行なう必要がある。
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12 経営計画の編成

12-2航空写真および土塩調査を応用した森林の測定(こ园する靜完

1 試験担当者

關定硏究室:西沢正久,.袭次谒,冲戸喜久,沔川匡英

的測硏究室:中命 破,7渡幸加 険谷川以序

上眼莉究室:反ド育久

2 敍験目的

.洋パの;削定を土せ輝寄むよぴ就:空写貞;»こよる涸定と結ぴつけて竜含禮布として瑾宮案iこ必要な 

用网が得られる方・去在検计上ろことを目的とする。只•休的iては土碗や環境因子から地位指散を予 

側する方去,地位指敢,材補,成長肝などを:也しJ>« Xぴ いg の靖浪から簡易にしかも有均K 

な定する破野の方法を摇立する。

3 前年度までの経過とえられた結果

もM腳は昭關4 〇年麼!:り5カ平,汁硕で次の予定で開始したものであろ。

平度 御 稲 個故 備 考

4 〇 カラマツ 5 〇 5 9年变に5 〇 ・!Mとったもので计100(®佛略桦陣内

4 1 x ¥ _ 5〇_
東京は林Aあ内4 2 X ギ 5 〇

4 3 ヒノキ _ 5 0
前辑な林疝澤内

4 4 ヒノキ 50

M惓宮林局,代洲％よ咨百内のカラマツ人工林(こ対して『空写黄Kより樹髙,娜壁の厨化を 

し,それに編級の必化をも如えて・陌ごとにドイントを抽出し,各抽出.ドイントで0. 〇1ha , 

0.0 4lia,0.。 81in,の同心田プロット治よびプロ •ノト内で5個のブロットレ・スナンプリ•ングにょ 

る材出曲Eと0.01ha3形ブc ,卜内の成長诳调任•ブ〇 r卜の疗F印僦硼査わよびプOワ卜 

内でそれぞれ2点の土瑯折而调许を行左ったが4 0年曜までつ成来は次のとふ、リである。

附級(牢) 5 9年度 4 〇 年 sr 計

| (1 0 —19 ) 5 1 2 1 5
H(2 0—2 9 ) 2 1 2 1 4
IB(3 0--59 ) 7 〇 7

[V(4 0—4 9 ) 3 3 4 3 7
計 4 5 2 8 7 3

土灌调査は4 〇年度から央厅し,3!侗う・イント;こついて土成新而,岡奇よし柘
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現在’川开資料をとり疫とE であるが,続空写「・こよる咔侣区分と・c .04111 <分ごと・:)!m 

当り棟積・,成政はをプn .,トレス塔で求めて小流斎位を推江する方をを3 8甲;一 3て"却斤:) 

テキストで,西沢正久’小堰苗ゆ推是法"(58年11q )として土］右仲、:>こ,輝しん» 

今までサンプリ・ノグで使用していたプコr卜去と廊便なプcットレス去J•、つ対比の［乳宣,こついて 

け38年度•までに胡蚱した前偽甘林局,日:司云林岩ff内の17 7 !!«〇 〇. 〇 4 ha円’修プロントに 

よる材績•稱面油•本敌推定とその中心点でのブロ"トレス去との対比を必ごとに使財しふ U 

の結果は第:1我您示してある。 •

これにXればブa •ットレス法にI:リ材稲.耕面侦についてに,.化とに!た金本で非常式よい抠定か 

行なわれることがわかったが 本物(Zついてばだ力:詔うられた〇しかし全体の扣定本加ゴブロ ・, 

卜医でha当り14 7 2率,デ。ソトレス斐では! 4 5 4本で以字だIJ•でばさほど差かないよ〇な 

密が得られな これと冋哮な方法で〇.1ha( 2 0 ctX5 0 w )わ痘,修ブロワトとプロットレス也 

う対比を日河の資料で,0.01 ha . 0.04ha , 0.08haの内烤プロソトと5ポイントのブn »トレ 

ス,去との对比を华淞〇資科で現在81•賞中である。これらすべてをとり•まとめてブ。ット法対ブd 

,トレス法として近々発衣の予進である。

またワイト•目哓のレラスコープを用いて一定の材・・定数,項化t•る材・仍定数を用いたカウント 

木のみによる材.Fの匝接沏定の方虫をは学会誌4 8(2)(1766 )に西沢正久"ワイド目 

盛のレラスコープによるha当り材績の直接浏定"として発沒し々

一定の視内でカウント木を求める定角湖定法と対照的な1本1本の衣の祝角を求める限界的仙 

だ法をあわせて,角度,用定法と0毎・俊者の紹介とレラスn ープの使い方を,のびゆく技由应1.) 

(•965.11)您西沢正久〃祈しい溯定技而"として印刷した〇 Uの側定法の砌婚はな 

のとふ、りである。

19 5 9年ド•F . St.8hrがProdanのいうWz Pの不均腐誤差を消去するためには一定 

锐角で左く,各林木の祝角セ個々に定めてh nあたりI玩而憐の分.布を求めるガ法を调案し, 

19 6 2年,S. H. Spurrが点怡愛の却定という爲欠でこれを造林学的・生恋芋的な研究に用 

いている。

このような君旌也ほ虫(A C M )と角度如如去(ASM)をあわt?て角度伽定法と呼ぼう。 

前者け・定角間定広•後者は誤界角渾定法ともいえる。これらはいずれも測定点在中,讨くつけられ 

た名前であるがな浦的にはAC Mは溜定される木七中心:て・ASMはな耕:京を中心に考えるべR 

で.前林tナンプリング的な餅究に,咬者ほ曷所的な照林学的•生嚥学的な册究に用いられろべ 

普でちろ為

AC故に印する価究は多いが•ASM:こ」しては少50 K. F. St ohr^S.H. Spur r：D

•号包:XるA S MにXる点•4の奇えには•折而E みを取り炭,ているが.次のXうな方広 

で所のhn当り木数•hn与り材M小J:ぴhaあたりザ面曲や初拈の成&此の分布の抵定が可徳

B n =

〇=1.2.......... n )と左る〇したがってn本側定した田合のhnあたり

となる。

1侦あたり•本数の分布は:•これと同じよ.、などえ万で«竝大のk,すなわちくに応ずる木の 

府高直従をD.(珮)とし,それに応ずる佛岛新面情をg, (nF)とすれば•この木のhaあたり术 

拔はk./2 ff> . 2俗目に大为い必 に応ずる木の間面帖を助(m2)とすれズ•ぜ虹 のR E 

でうウントしたとなのhaめたり本欲:tk-(------- 1--------- )•したがって一段に児Vk:のRE
R> 2 g2

で力ウ・ノ卜した容合のhaあたり本数は

唯

Tある» ヽ

中心末を が ない号言の】侦当り所而悟の招・定は."点から木までの距瞄 u (勿)•そ、つ木 

つ掏高直堡をDr (cm)と十れば•その木の限界听面祜定政kcは火式で求められる。

k?=(Dt/2LI f

これにワイド目盛のレラスコープまたはシルパスコープZ)レラスコープ単位(R E )を平方し 

たもので.これらの楹械を用いればiff淺と憑｛犠の却定は不要で.ちる。矇本点の両期で皎大、Dk/ 
宏枱とすれば•その木はこのkiに応ずるレラスコープ単位•すなわち<kiの齒でスレスレに 

検をした場合には丨/2本と最えられ・したがってhaちたりI»斤面オは1/2 k,=(1-1/2 )\ 

(m2 Zha )となら,2排せに大さい歸を顺とすれ川 というREで検視した円含には 

k.でカウソトされた木は当然カウントされるので.カウント本敷は(2—1Z2 )= 一本で, 

ha・らた9防而仙は(2-1/2 ) k?(麻/")となる。一芸にk £という唄界斯而依定数でカ 

ウントした编合のhaあたり!Vrifiift'SK t -1Z2 ) kt (m^lia )である〇このようKしてn本 

測定したとづれズ.hnあたり!VfifiiMの排•走俯は

吉。-*)し •

で与えられる。

中心水を合力・員合壮.すでに中央(こI本あるので

B達G+1z旦
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才Pint I .. s s 対

材 横

備 N X Y b n F, t

A 5 7 272.0891 2 6 5.8 8 6 4 0.7 2 6 0 68 5.4 9 7 1.5 S9 4 OZ 8 2 2

H 4 7 1 0 0.1 5? 5 1 0 1.66 5S 0-6389 i 7.6 7 2 1.1 62 1 0.2 6 1 5

K 8 2 68.9 57 5 264.8 875 Q.5 〇 7 7 1 2 8.5 48 2.1586 0.2 1 4 1

M 1 2 1 4 0.。 0 33 18 3.1 7 50 〇•7 69-1 号•2 9 7 1.4777 M 4 11
S 7 5 5 0 9.1 2 52 30 9.7 95 8 0.8 9 87 31.9 8 68 1.。 67 3 0.09 58

全体 1 7 7 2 3 5.1 548 254.7562 0.8 8 9 0 2 7.4 61 6 1.0 4 6 7 0.38 2 9

• 所 而

■
図

A 3 7 5 5.9 4 5 5 6.0 8 1 0.4 7 4 5 1 9.0 5 2.0 1 0 C • 0.1 0 0 0

H 4 7 2 0.0 6 3 1 9.9 1 4 0.4 6 50 1 Q59 1.6 9 5 0.1 5 45

K 8 5 IN 50 31.250 0.5 2 5 1 2 1.0 9 3.6 3 5 1 0.0 0 0 0

M 1 2 2 6.0 〇 〇 5 0.5 5 5 〇,67 9 ] 1 2.68 1.。 40 1 1.9 60 6

S 7 3 4 6.7 8 0 4 0.780 0.81 03 7.7 4 1.2 053 0.0 0 0 0

全洋
I______ .

1 7 7
f

5 2.83 6 3 3.11 9 0.7 7 9 4 7.5 3 1.0980 0.4 7 5 1

本 政

A 3 7 1 5 52.7 2 9 1 6 24.52 4 0.2 / 4 7 11 9 7.79 2.5 86 6 — 0.4 9 87

H 4 7 1 5 6 9.0 4 2 11 55.1 9 1 0.3 2 2 1 1 0 4 7.8 〇 2.9 9 4 0•- 0.119 5

K 3 11 48.5 0 0 1 2 00.。 0 0 0.098 7 1 0 8 6.6 4 4.1 2 5 7 • 0.5 6 5 8
M 1 2 1 894.583 1 7 68.7 5 〇 0.3 4 8 5 11 0 8.4 9 A.2 8 4 〇» 0.4 1 6 1
.S 7 3 1 2 9 0.7 6 7 1 3 2 5.9 7 2 0.4 7 49 7 1 0.9 9 1.8200•• 0.5 5 9 1

全洋 1 7 7 1 4 5 3.9 2 7 1 4 7 2.1 7 5 0-3 6 5 5 939.51 1 2.5 58 7 1 0.3 25 9

D A :カラマツ・ H :広Of. K "ラマッ, M: 隹交林・

S:スギヒノキ• X : P ! 〇 t 1 e s s_ . _ Y ： P ！ 〇 t; , Y=a l-b x.
・く

F=sy^sx2 or s^/s y . t = —■■_ -
Sxー丫

F?=i,l>の同}除唤定. r : XとYの!g関保敬•Syx :残差の標離誤差

-1 4 6—

P ! 〇 t ( p. n 4 l! a 円杉)日河

封 r Sy x SY p陶 Cr i h i c n I value of 
Find t

6.28 82*.

6.5 A 1 >•

55 90 0

2.11 65

1.4 079

6.6 。 9 5•-

0.8 4 0 2

0.68 9 8

0.7 4 60

0.6 3 5 〇

0.8 7 0 〇

0.9 G 9 5

4 8.4 1 82 8 2

55.1 469 51

59.1 58958

6 5.9 5 54 04

613.5209 65

53.1 55927

7.9 599 1 6

5.1 2 6 7 0 9

1 5.8 3 7 7 1 2

> 8.4 5 59 8 2

7.0 3 5 4 4 3

5.9 9 52 9 4

5.0

5.0

5.2

10.1

2.5

1.7-

M卷惱濕負

F. (F I ( 0.0 5 )=1.6 5
S(0.0! )=2.01

F,{ F (0.0 5)=5.7 9 
,普】ao 1 >=7.00

F, { - i ao5 )=2.8 2 
芫;；0.0 1)=4.4 6 

F,{ .J； 0.05 >=1.47 
財第 0.0 1 >=1.7 4

F, { r 0.。 5 )=1.2 8 
い冲(HM >=1.4 4

1 8.0 5 1 5" 0.6 7 2 8 5.896244 a9 69 537 2.7 ■ <：!"0.0 /=3 6 >=2.。 2 8
‘0.0 ；d・/=3 6 )=27 2 0

1 7.08 5 〇・- 0.6 0 5 5 5.7 46 11 0 0.8 3 8 1 5 6 4.2 t

<!!
:U.0 5</-/=4 6)=2.0 1 3
；0.0 1 • /=4 6 >=26 8 8

1 2.2 4 〇 〇•• 0.62 4 0 3.51 662 7 1.2 4i 315 4.0 t
n.0 5^«/=7 )=2.5 6 5

：0.G 1 d ・ Z=7 )=3.4 9 9

5.。 5 69 0.6 9 2 6 乙323251 2.114 040 7•〇 t
；dO5ぜ・/=11)=2201
.0.0 \ d»f=\ 1)=3.1 06

2.5 4 88 0.7 581 8.0 5 6 5 5 6 0.940605 23 t
；0.0Hrf./：=7 2 >=1.9 9 3
0.0 1 d ・ /=7 2 >=2.6 4 6

I 4.1 7 0 7" 0.81 67 7.3 922 2 5 Q5S 56 3 4 1.7 t <i：：Q.0 5d・y=1 7 6 )=1.97 4
：(J.Q I <■/•/=! 76 >=2.60 5

a0.5 >=3.2 7
0.0 I >=5.2 7
0.0 5 )=3.2 〇
0.0 1 )=5.11
0.0 5 )=5.1 4 
0.01)=1 0.9 2 
3.0 5 )5.1 〇 
0.01 )=7.5 6
0.0 5 >=3.1 5
0.01 )=4.9 2
0.0 5 )-5.0 5
0.0 I )=4.7 5

M糸:
や常

F”

2 9.9 2 1 0.4 4 1 8 539.87958 8 8.755649 5.5

A 4.9 2 7 5- 0.5 5 7 3 531.31 085 7 7.4 9 96 48 5.0

1 0.7 3 5 1- 0.2 0 0 5 2 0 2.9 5 7 8 4 71.756436 6.0

1 9.3 39 4•• 07 21 4 5 0 1.92 034 1 44.8942 1 5 8.2

D.4 2 9 6 0.6 4 0 6 S7 5.5 4 2 0 6 4 5.9 5 3 8 7 2 3.3

1 3 7.。 2 8 2” (15862 4 6 6.4 5 7 4 9 3 5.0 6 1 0 9 1 2.4

卩貌 Sy/y Xi CC

—1 4 7—



Nn 直

中心木を含む府合は

Nn=直臭む」W‘

ただし.あは中心木の窗高断面却iである。

同缺に haあたり材泊の分布スカウント木の材昭一・い・形妖房会(/h hとすればA CMでは 
V；

hnあたり材椅はki =ki (/h)tで求められる-D-C .これを用いて!Zと冋碰な方法で用い

られる〇

これら:!次没に推定の公式»！ • b . Cにのせてある。

推走の公式(ha当り)

a 新面嵇 b 本 敖 C 材 積

Bn=Asrl2^

n n

•

つ歯E

ー齢膠g+密［

n イ ・i
葛Q+ 2- ) kt 
Bn=--------- - --------

n

n 11,1、Nn=^MlLR

n

づ岭ぼみ泪 

11

n fi-1 (?li> >
网4驾g+マ」

い=陽)2 =(RE )2
? *

d ,折面秋成長莅 c 材布成朝:

I Bp—外—b n
_£、(?_ わ一よ kpく 一!)

n

Iv n—vn— vn
一£此隽.+打舊鸵+彖

=毋偵:g,+岑牛為也［备ぬーテI

n
-1 4 9—

による推定が変動が大であるのに対して.本法による推定は斐定した分布で些ることがわかった〇 

ccrcai 中心木から,が目の木底での距離で;らる°

をふ、haあたり,所面植の分布については前傍奇亦局»勿来话妳若膏内E!妥・試㈱地のスギ6 6年 

生のB極同伐区・仏国式冏伐区お上び林契忒験場高株式.魏地内のアカマツ3 7年生の固定標準地 

の中でとった4ポイントでも前と冋域に1〇〜I 5本で安定した値が縛られた〇

决た•沼津のヒノキの1〇ボイントの中心でそれぞれ1本あて伐倒して曲幹院析した中心木の 

現在•折面M. 5年flf!断險•1〇牢前新而f.U ACM( k = 4 )攻•1ぴA S MvCよる斯面柚密度 

との相関を龄ヾたらA SMによれば1〇本棉咬で0. 7 5 • ACMは0. 7 0位で• AS Mによる推 

宓・ A CMの約1割はすぐれていることがわかった.

ら求められる直径紹皮係救k =2 DZ2,D； bをd iblL栗じて過去の皮付也荏d p,を求玲・過 

去の限界:听而せ定敌k|”=(d"/2Lz产を对算して前と问调て週去のhaあたり斷面穢の分布 

が求められ,現在の断面洛分布からの差として桥面植成長做の分布が求められる。

樹謝!粽を一定にするとS週去のvpiXRpiまたは(/ h ) p iが求められ・冋じような考え方 

で材頃成長求められる。これらは公式として前の・&のd .Qにのせてある。

このような公式で求めたBn・Nn,Vni•、よび成艮砒の各値nによってどのように兌命J・るか 

を束京営林局・沼津営林署管内の尖木国有林•富士国有林・愛爾国疗诛でとったスギ•ヒノキの 

冰分の16ポイントでA SMによる拥奁を行ない・ス¥6 •旨ノキ1Qの資科Iこついて博討して 

んた〇いずれも同定本敬が1〇〜15奉になると交定した値が聲られ•uと死haあたり本数は 

Stoef fe ］sの眸跡で求め？to
1 0000,.1、

Ni= -― O+二)
破2

また成長雛を用いて,過去の皮内改役dz bを知nば•現在の倔径Dと現在の浸内直喪Dz bか

d 断希典戒iiii _____ 旨柚成長伍_________________________________

1 Bn=Bn—b n

宀(！優)_吉SV+分
—• •・一 ・’・・・・・ ー ・ ・ ・

n

I vn=Vu—vu
=葛！14ふ只'+2 el舊知n金 健～碼丨

n

=仙島い好寧虹含断［岛g_尊

n

備
考

kp, =/^21i_| , dpt— kd t b • •=
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ころよれ二.A SM:ゴ直径と矩糕の,あ定ま七3各怵木のR Eの侧定が必嗷で,一眾R Eによる 

間恥ACM tりも峙•;［とカ/Jが外.冬 内泌ともろくかかるが•その・":産.)EこAC M刊含英・ 

1： X -5 r n ,卜よとつ比玲ミ、同時二行;作えるというUとと,休分内子の•fftiUイを,k成 

的;こ把迥で£るとsう利点をちち.今復造硃学的,先博学的研究に大いに利用でtろというなで, 

これから多くの研究を進めていく価館があろう。なわr Eの:Uj.iifiii!たは帽径と第パの也定値が 

あればNEAC1210で沖定本技ごとの・本分月子の分布伏ゆ企計常でSるプログラムが”、え,式吸 

埸でできている。

この價疔角曲定法と定角却走虫をあわせた闻度間定法を昭用41年4月に日本冰学会大会で行 

’われた沐夹一計妍究会のシンポジウムで発衣し. 41片5月携毋庁研究汗及盛による民右休っ 

寐林朋!慌指灼・’こ"映認定漕としてテキストを印刷した,建た,前;己シン日ジウムの洋渕は荒 

計汝理研允所彙•沒あ1号(19 6 6 )に四沢正久"角废湖定伝のに用について"に殆なして 

ある。

4 41年度の試験叶画

4 0年11£までの,問査设科が7 S炯で.あとの分祈のためには不帯足な団或であろため,予定を 

1年延期して円形アロット法とア〇ワトレス法の叫万を盆・f眼鼻何'M;定,ぢで也よのカラマツのデ 

ータ全 «!加すると同時に.5 9年愛,4。年斐の劉査野眼の整理宜行な爲

5 41年度の試験経過と結果

前侮寸除濁,华津已林岩な内のカラマツ人工,作に対して4 〇^,I:以上の球分で,限界角翻定法 

によって5 8ポイントの•休分湘會および約3 〇ポイントの土翊由在を実行しな 昨年迎せでとあ 

わせて131岡の資料となるので調有野娘の整刑をおこない,多変浩解折による枷;:|•成長流な 

どの推定方式,写直利從資料との分析を行なう予定である。

6 こんこの問題点

レンプリンダによる平危材值の涯接閱定化は必・化yよるランダムナンズリングなど考えられる 

が• 土威調宜や航空写真を用いた府凝方法:て必要なミクコた詞査ICrX •關査疏え気蜓因子や他形 

因子などによる成心也城C地位級)区分を行なって.弱境因子による枷な炭師&化を必要とする 

ので,来年变のスぎについてはこのような柳点で計画立案する予定である。

-1 5〇-

13放草婷入による共用林野の施業改善に関する研究

!試製担当者

は<』•斗耕?股弥忙野沔究室:井い3 — 3 め‘涪おUi'W 氏 岩元守男

削椎宫林局草津営林署

2 試験目的
休地〇人工爪地化が最近多くみられるXうになり,とく,こ幼齡•汰の造作地がこれの対境となり. 

昭木の况戕と女茂の福印市同結に行なうことが多い〇そして•この自的"ー我に良質の祖祠料を 

恢地からも堤!故し,ざらに苗木の生まを助代しようとすろものであるが・・亍的なが大技雨がそ 

のそ卒・とられていろた歩m項の主産は比較的短期にとどまざるを得ない.

この※5!は•まず良質の祖・!科としての牧酝(つ長期にわたる,お収を図るための苗木の植栈様 

式を考えだし•Cれらの孫式別に枚な顼の収此維持の状況を把吴し,また,林木の生長状況につ 

いて・故なしようとするものであり・さらに・このような牧华を專入しだ造林地に投ドした,造 

成あ、•1Zぴ计連YNこついても,明らかにし匸うとすろものであろ,

3 前年度までの経過とえら札た結果

1•試験場所

鶴馬県吾丞朋編恋时 的.莒林同やWバ津邪痢や1式林班

2.試験計!®

1)洪試:藁種カラマツ

2 )村し視本数11侦あたり5( 〇 0 0本

3 ) 試験区の極類

A 弥床について般・つぎの2皿理とする。

イ 耕起一施肥一牧章播耗(牧芯地)

ロ無処理 (野堂地)

B 前・焼以式ほつレ・ては・つぎの4処建とする。

a 正方彤慎栽 (1.8X1.8m) c 3列列状枇我(1.QX1.Q —1,8-3.")

b 1列列状疝俊(1.0 X 3. 2 Am} d 侔状抽卷 (1.0Xl.0-2.6-2.6»n )

C ,式験区の隣烦は以上のAお、J!ぴBを組み合わせて,つぎの8心Hぼとする。

(〇 4 - a のイーd CT> a — a の。一d
② イーb ②ローb
③ イーc 。ローc
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